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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第97期
第１四半期
連結累計期間

第98期
第１四半期
連結累計期間

第97期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年６月30日

自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 （百万円） 2,818 3,521 12,204

経常利益 （百万円） 435 497 1,696

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 306 351 1,167

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 310 584 1,383

純資産額 （百万円） 11,309 12,722 12,284

総資産額 （百万円） 15,417 17,180 17,038

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 127.90 146.97 487.56

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.5 72.4 70.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 366 350 778

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △41 △65 △1,315

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △189 △177 △159

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,346 3,712 3,549

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における世界経済の動向は、米国においては、実質ＧＤＰは設備投資、個人消費、住

宅投資ともに前期比年率でプラス成長となり、堅調な推移となりましたが、一方で、ロシアによるウクライナ侵攻

に伴う原油や食料品価格の上昇に伴い、ＦＲＢによるインフレ抑制を優先した金融引き締めにより景気後退懸念が

広がるなど、経済の先行きは非常に不透明な状況となっております。

　欧州においては、実質ＧＤＰは前期比年率でプラス成長となりましたが、高インフレによる下押し圧力が強まり

個人消費はマイナス成長となりました。また、エネルギー価格の上昇を中心に、物価上昇の裾野も広がってきてお

り、ＥＣＢによる利上げが決定されるなど、欧州においても今後の景気後退が懸念されております。

　中国をはじめとする新興国経済は、中国においては、新型コロナ感染が拡大して上海市が事実上のロックダウン

となり、景気は失速することとなりました。６月にはロックダウンは解除されましたが、失速した分を取り戻すに

は至らず、景気の停滞が続く状況となりました。

　一方、日本経済においては、鉱工業生産は、新型コロナの感染拡大による供給制約や中国のロックダウンの影響

で弱い動きとなりましたが、個人消費は、まん延防止等重点措置の終了を受けて、対面型サービスを中心に持ち直

しが見られるなど、景気持ち直しの動きが見られました。

　こうした中、当社グループにおいては、オートモティブ部門の売上は低調な推移となりましたが、インダストリ

アル部門では、当社の主力製品でありますダイアフラムポンプを中心に好調な推移となりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末の財政状態及び当第１四半期連結累計期間の経営成績は、以下のとおり

となりました。

 

①　財政状態

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は17,180百万円となり、前連結会計年度末に比べ142百万円の増

加となりました。これは主に仕掛品の増加（86百万円）、原材料及び貯蔵品の増加（56百万円）等によるものであ

ります。

　負債合計は4,458百万円となり、前連結会計年度末に比べ296百万円の減少となりました。これは主に未払法人税

等の減少（△216百万円）、賞与引当金の減少（△120百万円）等によるものであります。

　純資産合計は12,722百万円となり、前連結会計年度末に比べ438百万円の増加となりました。これは主に利益剰

余金の増加（208百万円）、為替換算調整勘定の増加（257百万円）等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は72.4％となりました。
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②　経営成績

　当第１四半期連結累計期間の連結売上高は3,521百万円（前年同期比703百万円、25.0％増）となりました。売上

高を部門別にみますと、オートモティブ部門は806百万円（前年同期比△50百万円、5.8％減）、インダストリアル

部門は2,331百万円（前年同期比713百万円、44.1％増）となり、上記部門に属さないサービス部品や修理売上など

のその他の部門の売上高は383百万円（前年同期比40百万円、11.7％増）となりました。

　利益面では、売上総利益は1,379百万円（前年同期比168百万円、13.9％増）となり、営業利益は442百万円（前

年同期比29百万円、7.1％増）、経常利益は497百万円（前年同期比62百万円、14.3％増）となり、親会社株主に帰

属する四半期純利益は351百万円（前年同期比45百万円、14.9％増）となりました。

　当第１四半期連結累計期間における報告セグメントの業績は次のとおりであります。

　日本における外部顧客に対する売上高は1,502百万円（前年同期比15百万円、1.0％増）、営業利益は212百万円

（前年同期比△113百万円、34.8％減）となりました。米国における外部顧客に対する売上高は1,314百万円（前年

同期比500百万円、61.4％増）、営業利益は213百万円（前年同期比114百万円、115.5％増）となりました。オラン

ダにおける外部顧客に対する売上高は308百万円（前年同期比8百万円、2.7％増）、営業利益は15百万円（前年同

期比△10百万円、41.1％減）となりました。中国における外部顧客に対する売上高は328百万円（前年同期比175百

万円、114.8％増）、営業利益は34百万円（前年同期比20百万円、160.0％増）となりました。タイにおける外部顧

客に対する売上高は67百万円（前年同期比4百万円、6.8％増）、営業利益は13百万円（前年同期比6百万円、

108.7％増）となりました。

　また、当第１四半期連結累計期間の連結売上高に占める海外売上高は2,124百万円（前年同期比709百万円、

50.1％増）で、その割合は60.3％（前年同期50.2％、10.1ポイント増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は3,712百万円となり、前連結会計年度末に比べ163百

万円の増加となりました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは350百万円の純収入（前年同期は366百万円の純収入）となりました。これ

は主に売上債権の増加189百万円等の支出要因があったものの、税金等調整前四半期純利益497百万円等の収入要因

があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは65百万円の純支出（前年同期は41百万円の純支出）となりました。これは

主に有形固定資産の取得による71百万円等の支出要因があったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは177百万円の純支出（前年同期は189百万円の純支出）となりました。これ

は主に長期借入金の返済による43百万円、配当金の支払による126百万円等の支出要因があったことによるもので

あります。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針、経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、７百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　ヤマダコーポレーション(E02180)

四半期報告書

 4/22



(7）経営成績に重要な影響を与える要因

　当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因として、市場動向、海外事業展開、為替動向、製品品質、金

利動向、投資有価証券、設備投資計画、情報セキュリティ、災害・事故及び感染症等、固定資産の減損会計があり

ます。

　市場環境については、国内外の景気動向・設備投資動向に大きく影響を受ける傾向にあり、国又は地域の経済事

情による様々なリスク要因も存在し、このような経済環境の変化は、当社グループの業績に重要な影響を及ぼす可

能性があります。

　海外事業展開については、成長戦略の一環として、海外事業の拡大を進めており、グローバル経済や為替などの

動向、投資や競争などに関する法的規制、商習慣、労使関係など、様々な要因の影響を受ける可能性があります。

海外事業のリスク管理は、現地のグループ会社や拠点が当社主幹組織と連携し、状況の的確な把握と速やかな対策

の協議等、管理体制の向上に取り組んでおりますが、これらのリスクが予期しない形で顕在化した場合は、当社グ

ループの事業及び業績等に重要な影響を及ぼす可能性があります。

　為替動向については、外貨建ての売上、資産、負債などがあり、急激な為替レートの変動は、売上高や損益、資

産や負債などの財務諸表上の円換算により、当社グループの業績及び財政状態に重要な影響を及ぼす可能性があり

ます。

　製品品質については、世界で認められる品質管理基準のもと、国内外で製造及び販売を行っておりますが、将来

にわたり、全ての製品において欠陥が発生し得ないという保証はありません。製造物賠償責任については、保険に

加入しておりますが、重大な品質問題が生じた場合、当社グループの業績に重要な影響を及ぼす可能性がありま

す。

　金利動向については、金利変動リスクを抱える金融商品・負債を保有しており、想定を超えた金利の変動は、受

取利息、支払利息及び金融資産の価値に影響を与え、当社グループの業績に重要な影響を及ぼす可能性がありま

す。

　投資有価証券については、当社グループは投資有価証券を保有しており、その評価額の変動は、当社グループの

業績に重要な影響を及ぼす可能性があります。

　設備投資計画については、成長が期待される分野に重点をおいた戦略的投資、並びに合理化及び更新のための設

備投資等を実施しておりますが、グループ事業の拡大が想定通りになされなかった場合や、カントリーリスク等国

内とは異なる環境に晒される海外事業については、減価償却負担の増加や投資回収の長期化など、当社グループの

業績に重要な影響を及ぼす可能性があります。

　情報セキュリティについては、当社グループは、当社グループ内及び取引先等の機密情報や個人情報を有してお

ります。これらの情報について、グループ全体で管理体制を構築し、徹底した管理とセキュリティの強化、社員教

育等を行っておりますが、過失や盗難等により、これらの情報が流出あるいは改ざんされる可能性があり、万が

一、こうした事態が発生した場合には、当社の社会的信用の低下や損害賠償等の費用により、当社グループの業績

に重要な影響を及ぼす可能性があります。

　災害・事故及び感染症等については、当社グループは国内外に拠点を有しており、各拠点では、不慮の自然災

害、火災等の事故や感染症発生等に対する防災、事業継続性の確保に努めておりますが、想定をはるかに超えた状

況が発生した場合、当社グループの業績に重要な影響を及ぼす可能性があります。

　固定資産の減損会計については、当社グループが保有する固定資産において、将来キャッシュ・フローにより資

産の帳簿価額を回収できないと判断される場合は、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失と

して計上する必要があり、当社グループが保有する固定資産において減損損失を計上する必要になる場合は、当社

グループの業績に重要な影響を及ぼす可能性があります。

 

(8）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの運転資金需要のうち主なものは、生産活動に必要な資金（材料・外注費及び人件費等）、営業活

動に係る販売費及び一般管理費等、新製品開発に係る研究開発費等の営業費用等によるものであります。投資活動

については、成長期待分野に重点をおいた戦略的投資、合理化及び更新のための設備投資等が主な内容でありま

す。

　当第１四半期連結累計期間における設備投資等の資金については、全て自己資金によっております。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,600,000

計 9,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年８月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,400,000 2,400,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 2,400,000 2,400,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年４月１日～

2022年６月30日
－ 2,400,000 － 600,000 － 53,746

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 5,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,389,500 23,895 －

単元未満株式 普通株式 4,600 － －

発行済株式総数  2,400,000 － －

総株主の議決権  － 23,895 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権の数12個）含まれ

ております。

 

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社ヤマダコーポレー

ション

東京都大田区南馬込

１丁目１番３号
5,900 － 5,900 0.24

計 － 5,900 － 5,900 0.24

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、青南監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,549,096 3,712,739

受取手形、売掛金及び契約資産 1,740,909 1,974,439

電子記録債権 183,374 203,418

商品及び製品 2,137,406 2,126,952

仕掛品 527,107 613,975

原材料及び貯蔵品 633,231 689,752

その他 580,501 156,471

貸倒引当金 △7,473 △8,302

流動資産合計 9,344,152 9,469,448

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,193,616 5,213,885

土地 1,198,516 1,207,370

建設仮勘定 105,970 83,231

その他（純額） 496,194 513,625

有形固定資産合計 6,994,297 7,018,112

無形固定資産 159,329 153,080

投資その他の資産 ※１ 540,901 ※１ 540,177

固定資産合計 7,694,529 7,711,371

資産合計 17,038,682 17,180,819

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,430,726 1,387,602

短期借入金 80,000 80,000

１年内返済予定の長期借入金 227,128 266,971

未払法人税等 320,530 104,098

返金負債 4,551 4,476

製品保証引当金 10,035 10,261

賞与引当金 178,027 57,601

未払費用 237,700 258,046

その他 229,063 333,010

流動負債合計 2,717,763 2,502,067

固定負債   

長期借入金 1,556,378 1,473,034

繰延税金負債 170,076 169,606

退職給付に係る負債 192,586 198,935

役員退職慰労引当金 49,499 49,899

資産除去債務 15,471 15,471

長期未払金 32,270 30,020

その他 20,621 19,398

固定負債合計 2,036,902 1,956,364

負債合計 4,754,665 4,458,432
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 600,000 600,000

資本剰余金 58,187 58,187

利益剰余金 11,020,615 11,228,834

自己株式 △7,205 △7,205

株主資本合計 11,671,597 11,879,816

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 45,273 38,072

繰延ヘッジ損益 － △18,119

為替換算調整勘定 276,073 533,542

その他の包括利益累計額合計 321,346 553,495

非支配株主持分 291,072 289,075

純資産合計 12,284,016 12,722,387

負債純資産合計 17,038,682 17,180,819
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 2,818,191 3,521,413

売上原価 1,606,687 2,141,426

売上総利益 1,211,503 1,379,987

販売費及び一般管理費 ※１ 798,539 ※１ 937,545

営業利益 412,964 442,442

営業外収益   

受取利息 247 337

受取配当金 4,981 5,472

補助金収入 6,060 －

負ののれん償却額 1,222 1,222

為替差益 1,762 32,416

不動産賃貸料 7,626 7,414

その他 3,115 10,280

営業外収益合計 25,017 57,144

営業外費用   

支払利息 1,312 697

減価償却費 871 858

その他 209 225

営業外費用合計 2,392 1,782

経常利益 435,588 497,804

特別利益   

固定資産売却益 20 81

投資有価証券売却益 6,045 －

特別利益合計 6,065 81

特別損失   

固定資産処分損 3,175 399

特別損失合計 3,175 399

税金等調整前四半期純利益 438,478 497,486

法人税、住民税及び事業税 120,704 139,001

法人税等調整額 9,947 6,601

法人税等合計 130,651 145,603

四半期純利益 307,827 351,883

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,625 21

親会社株主に帰属する四半期純利益 306,201 351,862
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 307,827 351,883

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7,662 △7,200

繰延ヘッジ損益 － △18,119

為替換算調整勘定 9,941 257,468

その他の包括利益合計 2,278 232,149

四半期包括利益 310,105 584,033

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 308,479 584,011

非支配株主に係る四半期包括利益 1,625 21
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 438,478 497,486

減価償却費 69,503 121,734

負ののれん償却額 △1,222 △1,222

固定資産売却損益（△は益） 3,154 318

投資有価証券売却損益（△は益） △6,045 －

受取利息及び受取配当金 △5,229 △5,809

補助金収入 △6,060 －

支払利息 1,312 697

売上債権の増減額（△は増加） △25,724 △189,721

棚卸資産の増減額（△は増加） △145,751 14,092

仕入債務の増減額（△は減少） 249,322 △114,011

その他 △34,383 374,747

小計 537,353 698,311

利息及び配当金の受取額 5,229 5,809

利息の支払額 △1,312 △717

補助金の受取額 6,060 －

法人税等の支払額 △180,861 △353,368

営業活動によるキャッシュ・フロー 366,468 350,035

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △56,797 △71,965

有形固定資産の売却による収入 160 81

無形固定資産の取得による支出 △416 －

投資有価証券の売却による収入 7,519 －

投資不動産の賃貸による収入 7,626 7,414

その他 △34 △1,066

投資活動によるキャッシュ・フロー △41,942 △65,535

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 50,000 80,000

短期借入金の返済による支出 △50,000 △80,000

長期借入金の返済による支出 △66,462 △43,501

配当金の支払額 △116,153 △126,830

非支配株主への配当金の支払額 － △2,018

その他 △6,398 △5,061

財務活動によるキャッシュ・フロー △189,013 △177,411

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,443 56,553

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 143,956 163,642

現金及び現金同等物の期首残高 4,202,429 3,549,096

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 4,346,386 ※１ 3,712,739
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【注記事項】

（追加情報）

（新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見

積りについて、重要な変更はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年６月30日）

投資その他の資産 3,835千円 3,835千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
　　至　2021年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
　　至　2022年６月30日）

荷造・運賃 34,648千円 52,782千円

広告宣伝費 14,983 23,603

役員・従業員給与手当 342,610 393,597

賞与手当 36,646 36,159

法定福利費及び福利厚生費 80,423 90,298

賞与引当金繰入額 21,375 24,845

退職給付費用 16,185 21,264

減価償却費 41,947 44,137

支払賃借料 27,417 29,554

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

現金及び預金勘定 4,346,386千円 3,712,739千円

現金及び現金同等物 4,346,386 3,712,739

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日

定時株主総会
普通株式 131,674 55.00 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 143,643 60.00 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 日本 米国 オランダ 中国 タイ

売上高       

オートモティブ 835,809 － 9,592 5,850 5,172 856,425

インダストリアル 342,028 814,131 291,177 123,789 47,326 1,618,453

その他 309,325 － － 23,444 10,542 343,312

顧客との契約から生じる収益 1,487,163 814,131 300,770 153,084 63,041 2,818,191

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 1,487,163 814,131 300,770 153,084 63,041 2,818,191

セグメント間の内部売上高又は振替高 723,500 32,384 4,009 － － 759,894

計 2,210,664 846,515 304,780 153,084 63,041 3,578,085

営業費用 1,884,630 747,622 278,956 139,960 56,761 3,107,932

セグメント利益 326,033 98,892 25,823 13,123 6,280 470,153

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 470,153

セグメント間取引消去 3,575

棚卸資産の調整額 △60,764

四半期連結損益計算書の営業利益 412,964
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 日本 米国 オランダ 中国 タイ

売上高       

オートモティブ 770,922 － 17,408 6,221 11,848 806,401

インダストリアル 391,788 1,314,177 291,437 291,536 42,617 2,331,557

その他 339,563 － － 31,025 12,866 383,454

顧客との契約から生じる収益 1,502,274 1,314,177 308,846 328,782 67,332 3,521,413

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 1,502,274 1,314,177 308,846 328,782 67,332 3,521,413

セグメント間の内部売上高又は振替高 922,221 23,193 3,655 － － 949,069

計 2,424,495 1,337,370 312,502 328,782 67,332 4,470,483

営業費用 2,211,900 1,124,279 297,282 294,666 54,227 3,982,355

セグメント利益 212,595 213,091 15,219 34,116 13,104 488,128

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 488,128

セグメント間取引消去 59,772

棚卸資産の調整額 △105,457

四半期連結損益計算書の営業利益 442,442
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（金融商品関係）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、注記を省略しております。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益 127円90銭 146円97銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 306,201 351,862

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
306,201 351,862

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,394 2,394

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　ヤマダコーポレーション(E02180)

四半期報告書

20/22



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年８月５日

株式会社ヤマダコーポレーション

取締役会　御中

 

青南監査法人

東京都港区

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 大野木　猛

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小平　　修

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤマダ

コーポレーションの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日

から2022年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマダコーポレーション及び連結子会社の2022年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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